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4 例えば. I~I 分の体の健康を人任せにしないで.
自ら責任をもって維持・増進できる










































































































































































i奈j 体 身 体 か ら だ
見る立場 客観的 客観的 主観的
英語で言えは、 physical body cultural body feeling body 
対象とする科学 解剖学，生理学 文化人類学，社会学 宗教学，哲学
意識との関係 対象視 対象視 内観(内感)
所与性 先天的 後天的，形成的 I~再発的
基本的帰属性 普遍的 特殊的 f閤)jiJ的
基本的性格 生物的 社会的，歴史的 現存在的
物質的 文化的 実存的

































































































































































業における(教師): (学生)の関係は， 1: 40 
の関係になるのではなく， 1: 1の関係が40本
ある方が望ましい。
1習を全体の中で意味づけようとする体育の考
え方がある。代表的なものに，窓辺とトップと
いう考え方がある。スポーツの側から体育を見
ている立場のように思う。この考え方を体育の
場に持ち込むこと自体に大きな危倶を覚えてし
まう。なぜならこの考え方は，強いトップ(理
念的には一人:金メダルは一人)を作るために
は，底辺の拡大が必要だという考え方である。
そのような考え方の下で，学生達は一体何を学
ぶのだろうか?大学体育は偲別体育が基本であ
る。 個別体育の考え方で言えば，一人ひとりが
トップである。かけがえのない唯一の存在であ
る。オンリーワンである。その一人ひとりにお
いて最高のもの(トップ)を引き出して実現さ
せることが大学体育の在り方であり，考え方で
あろうと思う。
7 次の文は学生のレポートからの引用である。 fし
かし，ボディワークを通して必ずしも相手を打
ち負かすような悶1の動きや派手な運動のみが体
育なのではなく，自身の身体と向き合い，内閣
から見つめ直し感じ取ることが，体育において
もっとも根底に在るものではないかと感じるよ
うになった。J(2013，火2，F) 
*体を青てる体育へ
体には，見方によって肉体，身体，からだと
いう側面があることを確認したが，そろそろ
f体育は何かのために体を開発するのではなく，
体そのものを育てることがiヨ的なのだ」と言っ
ても良いのではないだろうか。イ本を感じること
が，体に開きながら動くことが，体とともに考
えることが， 自己実現や自己認識の深化に.生
きる意味の探求に繋がって行くような体育を志
向しても良いのではないか。そのための教材開
発や指導法の I~再発を推し進めて行く時ではない
だろうか。
「体の深まり」ゃ「奥行き」を実感することは，
他の教科ではできない， まさに体育にしかでき
ないことである。 体を通して， 自己や他者，世
界との親和性を得ることで，そして，く動くこ
と>く感じること>く考えること>をバランス
よく行なうことで人間観・世界観の変革がもた
らされたりもする。そうした体悪食を通して自己
統一性を得ることもできるということは，人格
i淘冶の可能性を示してはいないだろうか?
これらのことは大学体育への新しい可能性を
提示していると言って良いだろう。近年の学生
達の自己喪失感，疎外感，閉塞惑を見るとき，
こうした「体を育てる体育」が大学教育におい
て見宣されて良いように思えてならない。
最後の最後に，筆者の夢を短くまとめてみた。
体育の授業で学生が学び，教師が学び，周り
が学ぶ。
体育の授業で学生が気づき，教師が気づき，
周りが気づく。
体育の授業で学生が幸せになり，教師が幸せ
になり，周りが幸せになる。
そんな体育の授業を夢みながら筆を置きた
し'0
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